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作業前ミーティング

保護具の確認(雨天は雨具着用) 2 1 2 1 1 1

作業個所の役割分担 2 1 2 1 1 1

駐車場清掃道具の確認 2 1 2 1 1 1

歩道部清掃道具の確認 2 1 2 1 1 1

ごみ回収道具の確認 2 1 2 1 1 1

夏季は熱中症対策の確認 2 1 2 1 1 1

駐車場清掃

清掃作業

2 2 4 1 1 1
   

1 1 1
　

2 1 2 1 1 1

1 1 1 　

2 1 2 1 1 1

ごみ箱のゴミ回収清掃 2 1 2 1 1 1 園地部清掃

ごみの保管 2 1 2 1 1 1

不審物の発見 1 2 2 1 1 1 灰皿清掃

2 1 2 1 1 1

片付け

使用した保護具・清掃用具を片付ける 2 1 2 1 1 1

ごみ保管場所の整理整頓 2 1 2 1 1 1

作業記録に記入 1 1 1 ごみ発生量を記録する 1 1 1

　 園地部清掃【草取り】

作成日 令和6年11月8日 ゴミ袋、トング、チリトリ、ほうき ﾍﾙﾒｯﾄ、手袋、安全靴、安全ﾁｮｯｷ

　（ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ）　　エ リ ア 屋 外 清 掃　　　作 業 手 順 書　

会社名 中日本ﾊｲｳｪｲ･ﾒﾝﾃﾅﾝｽ名古屋㈱ 主な設備、仕様機械 主な使用工具、器具 安全設備、保護具 使用材料

改訂日 令和6年12月2日 保護ﾒｶﾞﾈ、ﾏｽｸ

作成者 大久保

必要資格等 作業人員

その他
備考

　　　　　　参         考        図　　　（写　　  真        等）
（品質、トラブルも含む） 点検・確認

準備作業

作 業 工 程 No 単位作業 と その主な手順

危険有害要因（予測される災害・事故） 危険要因

危 険 有 害 要 因 低 減 対 策

誰　が 対策後

1 転倒、車との衝突
ヘルメット・安全チョッキの着用(保護具の損傷がないか点
検)

全員

2 一人作業になる可能性があり危険
作業範囲・手順の確認(単独作業は避ける、有害害虫注
意)

全員

3 道具のトラブルが作業箇所でおきる 使用前のトング・ごみ回収カ－トの点検準備 全員

4 　〃 使用前のチリトリ・ほうきの点検準備。 全員

5 トング、手袋着用をしていないと怪我の可能性がある ごみカ－ト・ごみ袋・バケツ・雑巾、トング、手袋の点検準備 全員

6 熱中症の危険性がある 空調服の動作確認、水分・塩分の確保 全員

本作業

1 駐車場清掃 お客様車両に接触する
ごみ回収は、2名以上で行い、各々が確認できる範囲で作
業を行う

全員

車の死角となる箇所では作業しない
停車車両のエンジンの動作にかかわらず、車両の合間に
入らない

全員

作業分担（監視・作業）ができる場合は、監視役が黄旗を
用いて、お客様に注意喚起する

全員

2 歩道部清掃(喫煙場・園地部) お客様の邪魔になる可能性がある
お客様の動線を妨げないように掃きとる(ガム等はヘラで
除去)

全員

停車車両の付近は近づくことなく清掃を行わない 全員

3 お客様の邪魔になる可能性がある
灰皿は定期的に回収し拭き掃除を行う、ドックランはお客
様に注意し清掃する

全員

4 動物にあさられる可能性がある
所定個所へ一時保管する(動物被害を受けないようにす
る)。

全員

5
怪我などの危険の恐れがある 不審物はむやみに触れないよう状況報告する 全員

　　　　〃 注射針による負傷の可能性がある
作業時は注射器・注射針になるべく触れることがないよう
に作業を行なう

全員

2 ゴミが乱雑になり悪臭の原因になる 悪臭が出ないように定期的に水洗いを行う 全員

片付け

1 清掃用具の故障により作業に支障が出る 清掃用具の点検・整備を行い所定の場所に収納する 全員

3 全員


